
  公益社団法人 日本キリスト教海外医療協力会 

JOCS のワーカー（保健医療従事者）活動報告会は、世界の保健医療の問題に関する事実を共有

し、私たちが「みんなで生きる」平和な社会をつくるために、お話をさせていただく機会です。 

地域の人々とともに、喜びや苦労を分かち合いながら、いのちと健康をまもるために活動したワ

ーカーが伝えられるのは、新聞やテレビではとりあげられにくい、普通に暮らす人々の生活です。

日本とはまったく異なる環境で、貧しい生活をしている現地の人々が抱えている問題や、ワーカー

が活動したことによって改善された事実をご紹介します。 

教会の集会、学校の総合学習、地域のイベント、友の会、使用済み切手運動の協力グループなど、

様々なところで講演をいたします。 

人数や会場などの条件はとくにありませんので、お気軽にお問合せください。 

 

講師：山内 章子
あ や こ

 ＪＯＣＳバングラデシュ派遣ワーカー・理学療法士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都中野区出身。 

理学療法士。都立府中リハビリテーション専門学校で学び、卒業後武蔵野

赤十字病院で約 15年にわたり勤務。その後専門学校東京医療学院理学療法

学科の教員として、後進の指導に努めた。 

2007 年 JOCS ワーカーとしてバングラデシュへ派遣され、以降 6 年半にわ

たりバングラデシュ、マイメンシン県を中心に理学療法技術者の育成と、

障がいのある人へのリハビリテーションに携わり、2015 年 2 月帰国。 

キリストの愛の精神に基づき、人々が支え合う「みんなで生きる」平和な社会の実現のために、1960

年に創立。保健医療従事者のアジア・アフリカ諸国への派遣や奨学金支援、協働プロジェクトを通じ

て、海外の保健医療協力を行っている。 

 

＜お申し込み＞ 
別紙、「山内章子ワーカー 活動報告会開催について」をご覧の上、同封のお申込用紙でお申

込みください。ホームページからもお申し込みを受け付けています。 

 

＜お問合せ先＞ 
公益社団法人 日本キリスト教海外医療協力会（ＪＯＣＳ）東京事務局 担当：大久保奈緒 

受付時間：月曜日～金曜日/9:00-17:00 

〒162-0045 東京都新宿区馬場下町 1-1 早稲田 SIA ビル 4階 

Tel: 03-3208-2416 Fax: 03-3232-6922  Email: nokubo@jocs.or.jp 

ホームページ http://www.jocs.or.jp 
 

「医療を通じて、愛を世界へ」 

JOCS ワーカー活動報告会開催のお願い 



  公益社団法人 日本キリスト教海外医療協力会 

山内章子
あ や こ

ワーカー活動報告内容 

 
障がいのある子どもをもったお母さん、障がいのために外に出る機会を家族に与えてもらえなかっ

た女性など、山内ワーカーがバングラデシュで出会い、リハビリテーションを受けることによってい

きいきとした生活ができるようになった人々についてお話しします。 

 

主な講演テーマ 

「人々がいきいきと生活するために-リハビリテーションを通してできること-」  

バングラデシュでは障がい者の権利が十分に守られていません。障がいのある人は家にこもりがち

になり外で活動することが少なくなっています。 

山内ワーカーはバングラデシュの 4つの県にまたがって活動してきました。外国人の理学療法士と

して 6年半活動した経験から、障がいのある人が何を求めているのか、何をすればニーズに応えるこ

とになるのかをお話します。 

リハビリテーションのほかにも、リハビリ施設に通ってくる人々やその家族には、学校へ行くこと

の大切さを説明したり、外へ出したがらない家族を説得したりしてきました。しかし障がいがあるこ

とへの恥ずかしさから外に出たがらなかったり、家族に外出を許してもらえない障がいのある人がま

だまだたくさんいます。障がい者のおかれている現状と問題点を考えます。 

 

「わたしの手から育っていった人々」 

6 年半の活動を通して理学療法技術者を育ててきました。その育ててきた人たちが自分の手で、障が

いのある子どもたち、大人たちを治療しています。彼らは障がいのある人々がより良い生活をするた

めに、今後どのような活動をしていったらよいか、次にやるべきことを探し始めています。 

山内ワーカーが育ててきた理学療法技術者たちが、理学療法を学ぼうと思ったきっかけ、山内ワー

カーと出会うことによって仕事に対する意識が変わっていったことなど、具体的にお話します。 

 

「障がいのある女性たちの涙と笑顔」 

バングラデシュは、女性の社会的存在がとても小さく、かつ障がいを持っているとさらに社会での

優先順位が最後になってしまいます。女性障がい者と関わる中で、彼女たちがどんなことに直面して、

生きづらい社会をどう乗り越えようとしているのかをお話します。また障がいのある女性たちが山内

ワーカーの所属する障がい者センターに通うようになって、障がいのある自分に誇りを持てるように

なったエピソードや、いきいきと仕事をしている様子を紹介します 

 

 

講演時間 60 分〜120 分 
(教会の礼拝の中でや、お子様向けの 20-30 分のメッセージも承ります) 

 

 

 

 

 



  公益社団法人 日本キリスト教海外医療協力会 

山内 章子
あ や こ

ワーカー 活動報告会開催について 

 
 

１．期間：2015 年 2 月 28 日（土）～2015 年 5 月 31 日（日） 

 

２．申し込み締切：2015 年 5 月 25 日（月） 

① お電話か E-mail で日程をご相談ください。 

事務局担当と相談の上、日程を仮予約してください。 

② 仮予約した日程とその他の必要事項を記入した申込書を事務局にお送りください。 

申込書到着後、1 週間以内に事務局から日程確定のご連絡をいたします。 

※先着順に日程を決めさせていただきます。土日の開催の場合は、お早めにお申し込みくだ

さい。 

    

３．お申し込みに際して： 

① 集会の規模、人数は問いません。 

② 報告会の回数は、1 日 1 回とさせていただきます。 

③ 液晶プロジェクターで、活動の様子を上映することができます。 

ご希望の場合は、液晶プロジェクターでの上映ができるかどうか（スクリーンか白い壁の準

備）、機材をご用意できるかどうか申込書にご記入ください。機材のご都合がつかない場合

はご相談ください。 

④ 報告会用資料を事前に送付いたします。 

報告会で配布する資料を開催日の前日までに送付いたします。 

到着日時・送付先をご指定の場合は、申込書にご明記ください。 

 

 

４. 開催費用に関して 

   活動を支えるためのご献金、または交通費実費をいただければ幸いです。 

報告会中にいただいたご献金は、JOCS の海外での活動のために役立てさせていただきます。

ワーカー個人宛の謝礼はいただくことができませんので、予めご了承ください。 

 

 

５. お願い 

① JOCS の紹介をさせてください。 

当日会場で「JOCS の紹介」（海外と国内での働き、会員募集の PR など）をさせていただけ

れば幸いです。よろしくお願い申し上げます。 

② 報告会会場近辺の JOCS 関係者へご案内をお送りすることがあります。 

会場近辺の JOCS の支援者の方へも報告会の案内を送らせていただく場合がございますので、

ご了承ください。 

 


